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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　One of the studies in the field 6f the preservatibn of sprmatozoa has been promoted with the
object 6f prolonging their survival by minimizing the loss of the immanent energy 6f the cells
through tｈｅ･inhibition of their activitiesand metabolism. The present reporter has made studies
on the influence of anesthetics on the survival and metabolism 6f spermatozoa. The results are
summarized as f0110ｗ:
　1) Addition of Opium alkaloid (Opium powder,　Morphine hydrochloride,　Codeine°phosphate)
showed better motility and their movement was highly stimulated. A significantdぼerence was
observed in midway stage of storage time, greater motility than that in without Opium alkaloids
being maintained. The frozen semen with those alkaloid showed the reverse result｡
　　　　　r　　　　J｀　●　●●　●　　　d　f　　●　　　　●　　　　　　　　　　　　　●12) Addition of 25－100　mg/dl of Methamphetamine was beneficial effects to the motility,
and taxis (exciting movement) for seven days on end. While ordinary frozen semen showed ａ
decrease　in viability in a･ sHort time?ter ciefrこosting;　thosetreated with　25-50 mg/dl 0f
Methamphetamine showed high viabilityof 50 even 18 hours after defrosting.
　　3) Those treated with Gpium alkaloids showed higher motility when shaken by Warburg method.
　Ｈｏｗｅｖｅr;　theOpium alkaloids, which paralyse the respiration center nervus, inhibited the
　respiration of spermatozoa.　Except for those treated with Codeine phosphate glycolysis showed
　ａdecrease in the other two groups, when compared with control.
　　4) Addition of Methamphetamine showed a remarkable increase in respiration arid glycolysis
　as well as in their viability after shaking.
　筆者らはこゝ数年来，家畜精子の代謝を抑制し長期に生存性を保持する手段の１つとして，中枢，
迷走なら出と知覚神座右抑制あ名いは巡面する働糾)ある麻齢剤老松手把添加する方法を試み７き
た。その結果局所麻酔剤の塩酸プねカイソに効果のあることか確められた(1)(2･(3･。しかしとめ局所
麻酔剤は神経節の１部を刺戟する作用があり，精子細胞に対しても呼吸，解糖を促進し，運動性を
著しく活発砥した。したがっ七今回ほ従来め代謝抑制剤とは逆に麻酔剤ではあるが迷走神経を興奮
させる働含めあ名アペジアルカｊイドと，中枢興奮ならびに情動回路め刺戟作用をもう覚醒斉Uのメ
タンフェタミン(ヒロポン)を精子に添加して生存性と代謝におよぽす影響を検討した。
　　　　　　　　　　　　　〔材料および方法〕
　褐毛和種の牛精子を人工腔法で採取しアヘソアルカｂ４ドおよびメタンフェタミンを添加した
ＥＣＤ肢分10倍比稀釈し，肢状精液め生存試験は46むに徐存した精液を24時間毎に，また凍結精液
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は液体窒素で常法により凍結した精液を4°Ｃの氷水中で融解し，経時的に精子活力を鏡検した６
なお凍結の際のグリセリン添加濃度は７％，グリセリン平衡時間は５時間，また精液容器は0.5ml
のピニールストローを用いた。供試麻薬および覚醒剤はアヘン散，塩酸モルヒネ，リン酸コデイン
ならびにメタンフェタミンを用いた。精子の呼吸と解糖はアヘンアルカロイドおよびメタンフェタ
ミンを添加したＫＲＰで10倍に稀釈し，38°Ｃのワールブルグ検圧計で２時間測定した。　また糖は
Folin, Malmros法，乳酸はBarker & Summerson法で比色定量し, Z02) Zs 1 Zlを算出した。
〔結果および,ヽ考察〕
　　　　　　　　　　　　　　　（1）液状精液の生存試験
ａ）アヘンアルカロイドは大脳および呼吸中枢の麻卑，迷走神経の興奮などの作用を有する。こ
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のアヘンカルカイロドを添加した精子を４°Ｃに保存した生存試験の結果は第１～３表の通りであ
る。アヘンアルカロイドの添加により精子細胞は対照区に比べ著しく活発な運動性を示し，アヘン
散，塩酸モルヒネ，燐酸コデインの３者とも保存期間を通じて無添加の対照区を上廻る生存指数が
得られた。とくに保存４日目から急激に生存性が低下する無添加区に対し，50～200 mg/dl の添加
区はこの時期に良好な生存性が保持された。
　b）覚醒剤のメタンフェタミンを添加した精子の４°Ｃにおける生存性は第４表に示した。　無添
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加の精子は５日目以後運動性が低下するため，生存指数が急激に減少したが，25～100 mg/dl 添加
区は実験終了時の７日目まで併の運動性が維持され，良好な生存指数が最後まで保持された。 200
mg/dl区は添加直後興奮したような活発な耶脂性を呈したが，保存５日目以後高濃度の影響があら
われ，無添加区よりもさらに急激に生存性か低下した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2）凍結精液の生存試験
　ａ）液状精液で最も生存性の高かった100 mg/dl の濃度でアヘンアルカロイドを添加し，凍結し
て，･4°Ｃで融解保存後の生存性を経時的に観察したのが第５表である。　４°Ｃの液状保存の場合と
　　　Table 5. Ｅｆｆｅｃt　ｏｆ　Ｎａｒｃｏtｉｃｄｒｕｇｓ ０７１ｔhe ｓ“ｒｖiｖａｌｏｆｆｒｏｚｅｎｓｐｅｒｍｃｉtｏｚｏａ(-196°Ｃ）
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異り，アヘヽンアルカロイドを添加した試験区はすべて無添加の対照区よりも生存性が低下しか。こ
の傾向は宮本ら(4'の塩酸カフェインの成績においても同様の報告かされている。
　b)メタンフェタミンを添加した精子の凍結後の生存性は第６表の通りである。融解後短時間で
生存性が低下する凍結精子においてもメタンフェタミンを25～50 mg/dl の濃度で添加した試験区
は融解18時間後でも対照区の30に比べ，50とかなり高い生存性が観察された。とくに運動性に差が
みられた。
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　　　　　　　　　　　　　3）精子め呼吸および解釦こ対する俗響
　ａ）精子の酸素消費量（Ｚ。2）乳酸生成量（Z22）におよぽすアベンアルカロイドの影響をみたの
が第７表である６　なおこの試験には稀釈液として卵黄の影響をさけるためにＫＲＰを用いた。ワー
　　　Table 7. Ｅｆｆｅｃtｏｆ Ｎａｒｃｏtｉｃｄｒｕｇｓｏｎ the ｒｅｓかiｒａtｉｏｎ　ａｎｄｇｌｙｃｏりｓiｓｏｆ ｓｐｅｒｍａtｏｚｏａ
Kinds of drugs
　(100 mg/dl)
　　　　　ZO2
（μI/108 sperm/hr. )
　　　　Z?2
（μg/108 sperm/hr. )
Finaliriotility
Control
Opiiim powde「
Morphine hydrochloride
Codeine phosphate
9.7
8.5
6.5
8.2
・　　　　216
　　　　217
　　　　150
　　　　309
25“
30゛゛
35“
35゛゛
ルブルグ振侃後の活力はアヘンアルカロイド100 mg/dl 添加した試験区がいずれも高かったが，呼
吸中枢を麻卑する働含をもつモルヒネ類の添加によりＺｏ，は対照区よりも減少した。解糖量を測定
するために振侃前後の物消費量を測定したが，テベンテルカｄイドが発色を阻害するせいが分析値
著しく低い値となり，かつバラヅ牛が多かったので糖消費量は割愛した。乳酸生成量は燐酸コデイ
ンを除き他の２者は対照区よりも減少した６この乳酸生成量も結果に変勁か梢多かったので燐酸コ
デイン区の硝増加した分析値についてめ考察は追試の結果に保づべjぐぜあろう。
　b）中枢神経ならびに情動回路の興奮作用をもつメタンフ土タミンを添加した精子は酸素消費
量，糖消費量，乳酸生成£1ともに対照区に比べ著しく増加し，振扱後の活力も高かった。（第８表）
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　　　(mg/dl3
　　　　　Z02
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　　　　　Zh
（μg/108 sperm/hr. )
　　　　冶2
’（μg/108sperm/hr. )
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　0
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61
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約
　体外精子の生存性を延長する目的で麻酔剤のメタンフェタミン（ヒロポン）を精子に添加して生
存性と代謝におよぽす影響について検討した。
　1）アヘンアルカロイド（アヘン散50～200 mg/dl, 塩酸モルヒネ50～400 mg/dl, 燐酸コデイ
ン50～200 mg/dl)の添加により活発な運動性を呈し，保存期間を通じて無添加区を上廻る生存性
を示した。
　2）メタンフェタミンの25～100 mg/dl の添加も精子の運動性を著しく活発にし，対照区よりも
高い生存性を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　3）アヘンアルカロイド100 mg/dl を添加した凍結精子は液状精子とは逆に融解後生存性が急
激に低下した。
　4）メタンフェタミンの25～50 mg/dl を添加した凍結精子は融解後18時間経過しても50と高い
生存性が観察された。
　5）アヘンアルカロイドは精子の呼吸を抑制した。またメタンフェタミンは精子の呼吸および解
糖を著しく促進した。
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